
 1 

埼玉県社会福祉事業団 施設一覧表（平成２２年度） 

   ○ 埼玉県指定管理施設  上里学園、おお里、いわつき、嵐山郷、障害者交流センター  ５施設 

皆光園歯科診療所、そうか光生園歯科診療所、あさか向陽園歯科診療所 ３診療所 

   ○ 北本市指定管理施設    あすなろ学園   １施設 

   ○ 事 業 団 施 設    花園、あげお、皆光園、そうか光生園、あさか向陽園   ５施設     

（網掛けが指定管理施設） 

名   称 種   別 利用定員(人) 職員定数（人） 所  在  地 備  考 

本部事務局           ― 6 比企郡嵐山町古里1848  

上 里 学 園 児 童 養 護 施 設 140 32 児玉郡上里町三町183  

お お 里 児 童 養 護 施 設 116 27 熊谷市中恩田289  

児 童 養 護 施 設 88 23 
い わ つ き 

乳 児 院 9 4 
さいたま市岩槻区徳力206 相談支援事業 

知 的 障 害 児 施 設 30 

知的障害者更生施設 90 花 園 

知的障害者通所授産施設 20 

30 深谷市小前田2691  

生活介護100 

(うち通所20) あ げ お 障害者支援施設 

施設入所支援80 

30 上尾市平塚820 相談支援事業 

知 的 障 害 児 施 設 25 

生活介護329 
障 害 者 支 援 施 設 

施設入所支援329 

重症心身障害児施設 60 

230 

障 害 者 歯 科 診 療          ― 3 

嵐 山 郷 

保 育 所 45 4 

比企郡嵐山町古里1848 

療育拠点施設 

事業 

 

地域生活定着 

支援事業 

 

生活介護50 
障 害 者 支 援 施 設 

施設入所支援50 
21 

デイサービスセンター 20 1 

皆 光 園 

障害者歯科診療所          ― 3 

深谷市人見1998 

 

聴能訓練   

 (委託事業) 

身体障害者療護施設 50 20 

地域活動支援センター 15 1 そうか光生園 

障害者歯科診療所          ― 3 

草加市柿木町1215－1 

相談支援事業 

 

聴能訓練    

(委託事業) 

身体障害者授産施設 40 

身体障害者通所授産施設 20 

知的障害者通所授産施設 20 

12 
あさか向陽園 

障害者歯科診療所          ― 3 

朝霞市青葉台1－10－60 

 

障害者交流 

セ ン タ ー 

身 体 障 害 者 福 祉 

セ ン タ ー Ａ 型 
         ― 19 

さいたま市浦和区大原 

3－10－1 
 

あすなろ学園 知的障害者通所授産施設 50 8 北本市中丸10－54－2  

合   計 
入所  １１０７ 

通所  ２１０ 
４８０ 
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平成２２年度 埼玉県社会福祉事業団 事業報告書 
 

１ 本部事務局 
 本部事務局は、理事長を補助し、理事会・評議員会の運営及びその決定に基づく各事業の調整、

人事、財務を適切に実施するとともに、県・市町村等との協議・連絡調整を行った。 
 
１ 理事会・評議員会の開催 

  事業団の事業計画、予算、決算の決定及び事業の状況報告等を行うため、次のとおり理事会を

開催した。 
（１）第１回理事会 
  ア 期 日  平成２２年５月３１日（月） 
  イ 場 所  ときわ会館（さいたま市） 
  ウ 出席者  理事長ほか １１人 
  エ 議決事項  
  （ア）平成２１年度事業報告及び決算について 
  （イ）諸規程の一部改正について 
  （ウ）評議員の選任について 

（２）第２回理事会 
  ア 期 日  平成２３年３月２５日（金） 
  イ 場 所  さいたま共済会館（さいたま市） 
  ウ 出席者  理事長ほか １１人 
  エ 議決事項  
  （ア）障害者自立支援法に基づく新体系への移行について 
  （イ）社会福祉法人埼玉県社会福祉事業団定款の一部変更について 
  （ウ）社会福祉法人埼玉県社会福祉事業団職員給与規程の一部改正について 
  （エ）指定管理に係る基本協定及び年度協定の締結について 
  （オ）平成２３年度事業計画及び予算について 
  （カ）平成２２年度補正予算について 
  （キ）評議員の選任について 
  （ク）副理事長の選任について 
  （ケ）施設長の任命について 
 
２ 監事監査の実施 

  業務執行状況及び会計経理の適正を期するため、監事監査を次のとおり実施した。 
監事監査実施日 受    検    施   設 
５月１１日（火） おお里、花園、皆光園、あさか向陽園 
５月１５日（土） いわつき、あげお、そうか光生園、障害者交流センター 
５月２０日（木） 本部事務局 
５月２１日（金） 上里学園、嵐山郷、本部事務局 

 
３ 各施設の管理 

  施設長会議(毎月１回)や施設巡回指導などを通じて、理事会が決定する事業計画を円滑に促進 
 させるとともにに、各施設で生じた課題等に対処した。 
 

４ 重要課題への対応 

（１）指定管理の継続 

   上里学園、嵐山郷、障害者交流センター、皆光園歯科診療所、そうか光生園歯科診療所及び

あさか向陽園歯科診療所について、平成２３年度から平成２７年度までの５年間の指定管理者

として、埼玉県から引き続き指定を受けた。 

 



 ３ 

 

（２）児童福祉事業 

   上里学園、おお里及びいわつきの児童養護施設において、①就職に向けたインターンシップ 

事業(企業での就労体験)、②民間企業ＯＢによる就職支援事業、③施設退所後のアフターフォ 

ロー事業の３つの事業を新たに実施した。 

（３）障害者福祉事業 

   短期入所について、そうか光生園で３床、嵐山郷重心棟で３床、合計６床の定員増を行い、 

在宅障害者の受入れ拡大を図った。 

（４）利用者支援の充実 
   役員や本部職員が各施設を巡回し、夜間時の職員配置や処遇状況、利用者の問題点や兆候の

把握状況などを点検・指導した。 
 
５ 人事管理 

（１）人事配置 
質の高いサービスを効率的に提供するため、専門性の向上や業務の特性に配慮した適材適所

の人事配置を実施した。 
なお、平成２２年度における職員の人事異動については、役付職員４７人、一般職員１８人

の計６５人の規模で実施した。 
（２）職員研修 

職員の職務遂行能力及び資質の向上を図ることを目的に、次のとおり研修を実施した。 
  ア 基本研修 

研  修  名 回 数 参加者数 研  修  名 回 数 参加者数 
採用時研修Ⅰ １回 １１人 主任研修（５年以上） ３回 ７３人 
採用時研修Ⅱ １回 ９人 新任管理監督者研修 １回   ６人 
契約職員研修 ２回 ５４人 管理・監督者研修 ４回 ９１人 
初級研修 １回  １４人 新任主任研修 １回 １５人 

イ 特別研修 
研  修  名 回 数 参加者数 研  修  名 回 数 参加者数 

ディベート研修 ２回  １９人 薬の基礎知識研修 １回 ２５人 
虐待防止研修 ４回  ９１人  

 
６ 福利厚生 

（１）契約職員の処遇改善と安定的確保に資するため、賃金単価の引上げを行った。 
（２）インフルエンザ対策として職員の予防接種費用を補助した。 
 
７ 財務管理 

  社会福祉法人会計基準に基づく会計規程により、適正な財務管理に努めたほか、予算・決算の

開示による透明性の確保に努めた。 
また、談合の防止や調達における透明性・競争性を確保するため、業務委託に関する一般競争

入札を実施した。 
 
８ その他 

（１）外部監査 
県指定出資法人外部監査実施要領に基づき、公認会計士を監査人とする外部監査を実施し、

会計書類の正確性と経営の透明性の確保に努めた。 
（２）表彰 

ア 埼玉県社会福祉大会知事表彰    １７人（職員 13、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ団体 1、個人 3） 
イ 埼玉県社会福祉大会会長表彰    ２２人（職員 14、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ団体 5、個人 3） 
ウ 全国社会福祉事業団協議会職員永年勤続表彰 １２人 
エ 職員永年勤続等表彰        １９人（永年勤続表彰 12、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ団体 3、個人 4） 
オ 全国社会福祉協議会会長表彰    １９人（永年勤続表彰 19） 
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２ 上里学園 
１ 概要 

（１）児童の自立支援 

   ①就職に向けたインターンシップ事業(企業での就労体験)、②民間企業ＯＢによる就職支援 

事業、③施設退所後のアフターフォロー事業の３つの事業を新たに実施した。 

（２）特別な支援を要する児童の支援 

   被虐待児童など、対応が困難で特別な支援を要する児童の支援に当たった。 

（３）一時保護児童の受入れ 

   児童相談所機能を補完して一時保護児童の受入れを行った。 

 

２ 利用者状況  

（１）入所児童の受託状況                              （人） 

定員 
   月 

区分 
前年度末 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計 

入所児童 － ６ ２ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ２ ０ ０ ６ １８ 

退所児童 － １ １ １ ２ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １５ ２１ 

 

１４０ 

 在所児童 １１２ 117 118 117 115 115 117 117 116 118 118 118 109 － 

 

（２）特別な支援を要する児童       （人） 

被虐待児童 知的・発達・精神障害児童 

８７ ３１ 

 

（３）一時保護児童の受託状況                             （人） 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計 

新規受入
人 数 ※   ５ ４ ６ ２ ７ ４ ６ ０ ０ ０ ３ ３ ４０ 

一時保護 
児 童 数    ５ ６ ６ ５ ７ ６ ６ ４ １ ０ ３ ４ ５３ 

延人日数 102 76 96 33 64 78 102 109 １ ０ 34 95 790 

                ※ ４月は３月からの継続を含む。 

（４）健康管理の状況 

入所児童の健康管理については、毎朝の連絡会等を通じて児童の健康状態を常時把握すると

ともに、各種予防接種、定期健康診断を行い、疾病の予防、早期発見、早期治療に努めた。 

医療機関への受診状況は次のとおりである。                           (回) 

     科目 

区分   内科 外科 耳鼻科 歯科 皮膚科 眼科 
精神・ 

神経科 
その他 計 

回 数 685 73 68 234 172 57 84 56 1,429 

嘱託医 647 0 0 0 0 0 0 0 647 内 

訳 その他 38 73 68 234 172 57 84 56 782 

入 院（件） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

  

３ 安心・安全の確保 

（１）防災対策 

防災安全委員会及び保健食事委員会により施設内の安全衛生面の点検を実施した。 

また、防災訓練については、総合防災訓練、夜間想定訓練などを含め、毎月１回実施すると

ともに、職員の情報伝達訓練を行った。 
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（２）交通事故防止 

毎朝の登校指導等をとおして、児童に交通ルール遵守の習慣を身につけられるよう支援し、

交通事故防止に努めた。 

（３）防犯体制の強化 

小学生の登下校の引率や見守り、自転車登校の中高生に対しては注意喚起を行い、登下校時

の安全を確保した。また、防犯ブザーの携行を促し防犯意識の高揚を図った。 

 

４ 利用者支援 

（１）インターンシップ事業 

児童の退所後の自立を促進するため、施設周辺の協力企業と連携して児童の会社見学及び職

場体験を実施した。 

職場体験参加児童数（人） 参加延べ日数（日） 受入企業数（社） 

     ５        １２         ２ 

（２）児童自立サポーターズによる就職支援事業 

民間企業ＯＢで構成するサポーターズの協力により、模擬面接の実施や社会人としての心構

えの指導など就職の支援をした。 

模擬面接延べ人数（人） 社会人としての心構え指導人数（人） 

     ２２      ７ 

   就職・進学の状況 

 高校３年生入所者数（人） 合格者数（人） 割合 

就 職 ７ ６ ※ ８５.７％  

進 学 ４       ４ １００.０％  

  計 １１     １０ ９０.９％  

                        ※ 合格者は正規採用者の人数 

（３）中学校卒業生10人の進路状況 

区    分 卒業生(人) 内    訳 備考 

１ 県立熊谷農業高等学校 在園 

１ 県立熊谷工業高等学校 在園 

１ 県立児玉高等学校 在園 

１ 県立児玉白楊高等学校 在園 

男 

１ 県立川越工業高等学校 退所 

１ 県立熊谷農業高等学校 在園 

１ 県立深谷商業高等学校 在園 

１ 県立深谷第一高等学校 在園 

１ 県立児玉白楊高等学校 在園 

全日制高等学校 

女 

１ 県立鴻巣女子高等学校 在園 

（４）高等学校卒業生11人の進路状況 

区    分 卒業生(人) 内     訳 備考 

男 １ 埼玉工業大学 退所 

１ 高崎健康福祉福祉大学短期大学部 退所 

 埼玉福祉専門学校 
進  学 

女 
２ 

 駿台トラベル＆ホテル専門学校 
退所 

男 ４ 
鉄工業、飲食業２、 

ホームセンター（生活ホーム利用） 
退所 

就  職 

女 ３ 製造業、飲食業、自衛隊 退所 
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（５）退所児童に対するアフターフォロー事業 

   施設で対応する窓口を明確にし、退所後の児童の状況の把握、相談や課題の解決などの支援

を行った。                                  （回） 

アフターフォロー実施内容 

その他 相談者 
電話 来園 

勤務先 

訪 問 

家庭 

訪問 メール その他 

小計 合計 

退所児童(本人） 

（３９人） 
157 109 8 35 371 44 724 

本人

以外 

計 

保護者 35 1 0 0 5 0 41 

児相 8 0 0 0 0 0 8 

職場 2 0 0 0 0 0 2 

本人

以外 

その他 36 0 0 0 0 2 38 

89 

813 

（６）心理療法の実施状況 

被虐待児や心的外傷を受けた児童について、精神科医受診及び臨床心理士、心理担当職員に

よる心理療法を行った。 

区   分 実 人 数（人） 延 べ 回 数（回) 職員面接（回） 

精神・神経科 ７ ８０ ２ 

臨床心理士等 １８ ３７２ １３２ 

（７）ホームステイ事業の状況 

   家庭生活経験の少ない児童に対し、ホームステイ事業を積極的に行い、家庭生活の体験を通

して社会性が身につくように支援した。 

児 童  数（人） 参加延べ日数（日） 

６ ４０ 

（８）ふれあい里親の状況 

   児童が夏季・冬季の休みを利用して里親宅に宿泊体験し、受入れ家族の御理解のもと地域と

の交流を図り、地域の方にも児童福祉に対する理解を深めていただいた。 

参加児童数（人） 参加延べ日数（日） 

８ ２４ 

（９）主な行事の実施状況 
 月 実 施 事 項 等 
 ２２.４  お花見昼食会 

   ５  プロ野球観戦 
   ７  納涼祭 
 ８  サッカー観戦、一泊旅行、球技大会 
 ９  食育事業…団子づくり・調理実習 
１０  いも掘り体験事業 
１１  食育事業…食事バランスガイド・調理実習 
１２  食育事業…うどん作り、もちつき大会、鐘つき 

２３.１  初詣 
２  ボランティア等感謝の集い 
３  卒園生テーブルマナー教室、卒業を祝う会 

 

 (10) 利用者支援の充実 

     利用者支援充実のため、以下の取組を行った。 

     ・ 夜間の勤務状況のチェック 

      園長、副園長などの管理職及び夜間リーダーが夜間の現場を不定期に巡回し、勤務状況の

チェック・指導を実施した。 



 ７ 

     ・ 問題兆候への「気づき」 

      寮会議等における情報交換を綿密に行うとともに、ニーズ調査などの機会も利用し、寮職

員全員で問題点やその兆候の把握に努めた。 

    ・ 職員への面談と教育 

      園長が契約職員を含む全職員との個別面談を実施したほか、虐待防止に関する研修を実施

した。 

 

５ 地域社会との共生 

（１）地域住民との交流 

地域と共に歩む施設として、地域住民やスポーツ少年団の活動・集会場所として、会議室や

グラウンドの提供を行い、さらに地域との共催で納涼祭を行うなど地域住民との交流を図った。 

（２）ボランティアの受入れ 

受入延べ人数（人） 主 な 内 容 

１６９ 行事関係ボランティア 遊びボランティア 

（３）実習生の受入れ 

次世代の福祉を担う人材の養成という観点から、下記のとおり実習生を積極的に受け入れた。 

区   分 実 人 数（人） 延 べ 日 数（日) 

保育士実習 １７７ ２，０１２ 

社会福祉士実習 １０ ２２７ 

その他の実習※ ２ ４０ 

 計 １８９ ２,２７９ 

※その他の実習は埼玉工業大学 臨床心理士実習 

（４）見学者の受入れ 

受入延べ人数（人） 

   ７ 

 

６ 施設・設備の維持管理 

（１）管理棟・居住棟の耐震化等大規模改修を実施した。 

（２）利用者の安全確保とサービスの向上及び施設環境を維持するため、計画的な施設・設備の 

保守点検等を実施し、適正な維持管理を行った。 

（３）職員による定期的な施設内点検を実施し、改善・補修の必要性が生じた時には速やかに対応

した。   

 

７ 職員研修 

（１）事例検討会や食育実践に係る研修、性教育に係る研修を実施した。 

（２）県立児童養護施設合同の研修会を開催した。 
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３ おお里 
１ 概要 

（１）児童の自立支援 

   ①就職に向けたインターンシップ事業(企業での就労体験)、②民間企業ＯＢによる就職支援 

事業、③施設退所後のアフターフォロー事業の３つの事業を新たに実施した。 

（２）特別な支援を要する児童の支援 

   被虐待児童など、対応が困難で特別な支援を要する児童の支援に当たった。 

（３）一時保護児童の受入れ 

   児童相談所機能を補完して一時保護児童の受入れを行った。 

 

２ 利用者状況  

（１）入所児童の受託状況                              （人） 

定員 
   月 

区分 
前年度末 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計 

入所児童 － ９ ０ ２ １ ０ ３ １ １ １ ０ ０ ３ ２１ 

退所児童 － ０ ３ １ １ １ １ １ １ ０ ２ １ １２ ２４ 

 

１１６ 

 在所児童 １０７ 116 113 114 114 113 115 115 115 116 114 113 104 － 

 

（２）特別な支援を要する児童        （人） 

被虐待児童 知的・発達・精神障害児童 

９９  ２０  

 

（３）一時保護児童の受託状況                             （人） 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計 

新規受入
人 数 ※  ４ ０ ３ ７ ４ ３ ５ １ ２ ０ ４ １ ３４ 

一時保護 
児 童 数 ４ ２ ３ ９ ６ ６ ７ ６ ５ ５ ７ ５ ６５ 

延人日数 28 14 52 133 149 84 119 127 109 133 45 101 1,094 

         ※ ４月は３月からの継続を含む。 

（４）健康管理の状況 

入所児童の健康管理については、毎朝の連絡会等を通じて児童の健康状態を常時把握すると

ともに、各種予防接種、定期健康診断を行い、疾病の予防、早期発見、早期治療に努めた。 

医療機関への受診状況は次のとおりである。                           (回) 

     科目 

区分   内科 外科 耳鼻科 歯科 皮膚科 眼科 
精神・ 

神経科 
その他 計 

回 数 411 100 61 186 115 95 125 16 1,109 

嘱託医 20 0 0 0 0 0 0 0 20 内 

訳 その他 391 100 61 186 115 95 125 16 1,089 

入 院（件） 0 0 1 0 0 0 0 0 1 

※ 入院内訳： 耳の腫れ（化膿）切開し排膿（１件） 

 

３ 安心・安全の確保 

（１）防災対策 

防災安全委員会及び保健食事委員会により施設内の安全衛生面の点検を実施した。 

また、防災訓練については、総合防災訓練、夜間想定訓練などを含め、毎月１回実施すると

ともに、職員の情報伝達訓練を行った。 



 ９ 

（２）交通事故防止 

毎朝の登校指導等をとおして、児童に交通ルール遵守の習慣を身につけられるよう支援し、

交通事故防止に努めた。 

（３）防犯体制の強化 

小学生の登下校の引率や見守り、自転車登校の中高生に対しては注意喚起を行い、登下校時

の安全を確保した。また、防犯ブザーの携行を促し防犯意識の高揚を図った。 

 

４ 利用者支援 

（１）インターンシップ事業 

児童の退所後の自立を促進するため、施設周辺の協力企業と連携して児童の会社見学及び職

場体験を実施した。 

職場体験参加児童数（人） 参加延べ日数（日） 受入企業数（社） 

４ ９ ３ 

（２）児童自立サポーターズによる就職支援事業 

民間企業ＯＢで構成するサポーターズの協力により、模擬面接の実施や社会人としての心構

えの指導など就職の支援をした。 

模擬面接延べ人数（人） 社会人としての心構え指導人数（人） 

     ２０      ４ 

   就職・進学の状況 

 高校３年生入所者数（人） 合格者数（人） 割合 

就 職 ６ ６ １００％  

進 学 １ １ １００％  

  計 ７ ７ １００％  

 

（３）中学校卒業生１４人の進路状況 

区    分 卒業生(人) 内    訳 備考 

男 ２ 県立進修館高校 在園 

女 １ 県立進修館高校 在園 

女 １ 県立上尾橘高校 在園 

女 ２ 県立妻沼高校 在園 

女 ２ 県立熊谷商業高校 在園 

女 １ 県立熊谷工業高校 在園 

全日制高等学校 

男 ２ 県立特別支援学校（羽生ふじ・東松山） 在園 

女 １ 県立熊谷農業高校 退所 

女 １ 未定（就職希望） 調整中 家庭引取り 

男 １ 就職 造園業 退所 

（４）高等学校卒業生７人の進路状況 

区    分 卒業生(人) 内     訳 備考 

女 １ 特別養護老人ホーム 退所 

女 １ 製本会社 退所 

男 １ 訪問介護事業所 退所 

男 １ 飲食業（調理） 退所 

就  職 

女 ２  スーパーマーケット 退所 

進  学 女 １ 日本社会事業大学 退所 
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（５）退所児童に対するアフターフォロー事業 

   施設で対応する窓口を明確にし、退所後の児童の状況の把握、相談や課題の解決などの支援

を行った。                                  （回） 

アフターフォロー実施内容 

その他 相談者 
電話 来園 

勤務先 

訪 問 

家庭 

訪問 メール その他 

小計 合計 

退所児童(本人） 

（７６人） 
533 211 5 12 61 27 849 

本人

以外 

計 

保護者 41 3 0 0 0 1 45 

児相 31 1 0 0 0 0 32 

職場 8 1 0 0 0 1 10 

本人

以外 

その他 86 4 0 0 0 13 103 

190 

1,039 

（６）心理療法の実施状況 

被虐待児や心的外傷を受けた児童について、精神科医受診及び臨床心理士、心理担当職員に

よる心理療法を行った。 

区   分 実 人 数（人） 延 べ 回 数（回) 職員面接（回） 

精神・神経科 １４ １２５ ３１ 

臨床心理士等 ７７ ４６８ ７９２ 

（７）ホームステイ事業の状況 

   家庭生活経験の少ない児童に対し、ホームステイ事業を積極的に行い、家庭生活の体験を通

して社会性が身につくように支援した。 

児 童  数（人） 参加延べ日数（日） 

１４ ２００ 

（８）親子訓練棟の活用 
   家族再統合に向けた親子の宿泊・面会や高校生の自活に向けた宿泊訓練に活用した。 
（９）主な行事の実施状況 

 月 実 施 事 項 等 
 ２２.４  開園記念行事 

       ５  各階行事バーベキュー 
          ６   ジャガイモ収穫 
     ７  天王様神輿かつぎ 
     ８  納涼祭、宿泊旅行、マンガ絵画展、球技大会 
       １０  サッカー観戦 
    １１  ラーメン店招待、サッカー観戦 

１２  餅つき 
２３.１  初詣 

３  卒園行事 
 

(10) 利用者支援の充実 

    利用者支援充実のため、以下の取組を行った。 

    ・ 夜間の勤務状況のチェック 

     園長、副園長などの管理職及び夜間リーダーが夜間の現場を不定期に巡回し、勤務状況の

チェック・指導を実施した。 

    ・ 問題兆候への「気づき」 

     寮会議等における情報交換を綿密に行うとともに、ニーズ調査などの機会も利用し、寮職

員全員で問題点やその兆候の把握に努めた。 
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   ・ 職員への面談と教育 

     園長が契約職員を含む全職員との個別面談を実施したほか、虐待防止に関する研修を実施

した。 

 

５ 地域社会との共生 

（１）地域住民との交流 

中恩田地区など近隣で開催される行事への児童の参加や、炊き出し訓練を地域住民と行うこ

と等を通して交流を深めた。 

（２）ボランティアの受入れ 

受入延べ人数（人） 主 な 内 容 

７４４ 行事関係ボランティア、遊びボランティア 

（３）実習生の受入れ 

区   分 実 人 数（人） 延 べ 日 数（日) 

保育士実習 １４５ １,７１０ 

社会福祉士実習 １４ １７４ 

その他の実習 ３ ５１ 

 計 １６２ １,９３５ 

※その他の実習は埼玉工業大学 臨床心理士実習 

（４）見学者の受入れ 

受入延べ人数（人） 

    １０５ 

 

６ 施設・設備の維持管理 

（１）利用者の安全確保とサービスの向上及び施設環境を維持するため、計画的な施設・設備の保 

守点検等を実施し、適正な維持管理を行った。 

ア 備蓄倉庫までの通路舗装・厨房東側マンホール修繕 
イ 非常用照明、バッテリー不良修繕 
ウ 厨房給気口設置・廊下側網戸交換 
エ 受水槽塗装 
オ 児童居室照明器具交換 

（２）職員による定期的な施設内点検を実施し、改善・補修の必要性が生じた時には速やかに対応 

した。 

 

７ 職員研修 

（１）大学と連携し、処遇困難児童等に係る事例研究を実施した。 

（２）県立児童養護施設合同の研修会を開催した。 
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４ いわつき 
１ 概要 

（１）児童の自立支援 

   ①就職に向けたインターンシップ事業(企業での就労体験)、②民間企業ＯＢによる就職支援 

事業、③施設退所後のアフターフォロー事業の３つの事業を新たに実施した。 

（２）特別な支援を要する児童の支援 

   被虐待児童など、対応が困難で特別な支援を要する児童の支援に当たった。 

（３）一時保護児童の受入れ 

   児童相談所機能を補完して一時保護児童の受入れを行った。 

 

２ 利用者状況  

（１）入所児童の受託状況 

ア 児童養護施設                                （人） 

定員 
   月 

区分 
前年度末 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計 

入所児童 － ２ ３ ５ ０ ０ ０ ２ ２ １ ０ １ １ １７ 

退所児童 － １ ０ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ １５ １９ 

 

８８ 

 在所児童 ７６ 77 80 84 84 83 83 85 87 88 88 88 74 － 

イ 乳児院                                     （人） 

定員 
   月 

区分 
前年度末 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計 

入所児童 － ０ １ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ ４ ０ ０ ７ 

退所児童 － １ ０ ０ ０ １ ０ ２ ０ １ ２ ０ ２ ９ 

 

９ 

 在所児童 ９ ８ ９ ９ ９ ８ ９ ７ ７ ７ ９ ９ ７ － 

 

（２）特別な支援を要する児童        （人） 

被虐待児童 知的・発達・精神障害児童 

６７    ２５  

 

（３）一時保護児童の受託状況 

ア 児童養護施設                                 （人） 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計 

新規受入
人 数 ２ ３ ２ ５ 10 ９ ４ ２ １ １ ２ ４ ４５ 

一時保護 
児 童 数 ２ ３ ５ ６ 10 10 12 ６ ３ １ ３ ５ ６６ 

延人日数 13 16 70 56 99 123 160 131 47 ４ 40 116 875 

イ 乳児院                                   （人） 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

新規受入
人 数 ０ ０ ０ １ ０ １ １ １ ０ ０ ０ ０ ４ 

一時保護 
児 童 数 ０ ０ ０ １ ０ １ １ １ ０ ０ ０ ０ ４ 

延人日数 ０ ０ ０ １ ０ 3  8 11 ０ ０ ０ ０ 23 
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（４）健康管理の状況 

入所児童の健康管理については、毎朝の連絡会等を通じて児童の健康状態を常時把握すると

ともに、各種予防接種、定期健康診断を行い、疾病の予防、早期発見、早期治療に努めた。 

医療機関への受診状況は次のとおりである。 

ア 児童養護施設                                        (回) 

     科目 

区分   内科 
外科・ 

整形 
耳鼻科 歯科 皮膚科 眼科 

精神・ 

神経科 
その他 計 

回 数 289 139 72 203 179 51 68 47 1,048 

嘱託医 54 0 0 0 0 0 0 0 54 内 

訳 その他 235 139 72 203 179 51 68 47 994 

入 院（件） 1 0 0 0 0 1 0 0 2 

※その他内訳：泌尿器科、婦人科など 

※入院内訳：心臓カテーテル検査入院（４日）、眼瞼裂宿小形成手術（８日）  

イ 乳児院                                           (回) 

     科目 

区分   内科 
外科・ 

整形 
耳鼻科 歯科 皮膚科 眼科 

精神・ 

神経科 
その他 計 

回 数 105 0 24 5 4 4 0 78 220 

入 院（件） 1 0 0 0 0 0 0 0 1 

※ その他内訳：脳神経外科、脳外科、発達外来など 

※ 入院内訳：左ソケイヘルニア手術（３日） 

 

３ 安心・安全の確保 

（１）防災対策 

防災安全委員会及び保健食事委員会により施設内の安全衛生面の点検を実施した。 

また、防災訓練については、総合防災訓練、夜間想定訓練などを含め、毎月１回実施すると

ともに、職員の情報伝達訓練を行った。 

（２）交通事故防止 

毎朝の登校指導等をとおして、児童に交通ルール遵守の習慣を身につけられるよう支援し、

交通事故防止に努めた。 

（３）防犯体制の強化 

小学生の登下校の引率や見守り、自転車登校の中高生に対しては注意喚起を行い、登下校時

の安全を確保した。また、防犯ブザーの携行を促し防犯意識の高揚を図った。 

 

４ 利用者支援 

（１）インターンシップ事業 

児童の退所後の自立を促進するため、施設周辺の協力企業と連携して児童の会社見学及び職

場体験を実施した。 

職場体験参加児童数（人） 参加延べ日数（日） 受入企業数（社） 

８ ２６ ６ 

 

（２）児童自立サポーターズによる就職支援事業 

民間企業ＯＢで構成するサポーターズの協力により、模擬面接の実施や社会人としての心構

えの指導など就職の支援をした。 

模擬面接延べ人数（人） 社会人としての心構え指導人数（人） 

     ２７      ４ 
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  就職・進学の状況 

 高校３年生入所者数（人） 合格者数（人）  割合 

就 職 ４ ４ １００％  

進 学 １ １ １００％  

  計 ５ ５ １００％  

 

（３）中学校卒業生８人の進路状況 

区    分 卒業生(人) 内    訳 備考 

男 １ 県立岩槻北陵高等学校   在園 

女 １ 県立岩槻北陵高等学校   在園 

男 １ 県立春日部工業高等学校  在園 

女 １ 県立鴻巣女子高等学校   在園 

男 １ 県立宮代高等学校     在園 

男 １ 県立春日部特別支援学校  在園 

女 １ 県立春日部特別支援学校  在園 

全日制高等学校 

男 １ 県立さいたま桜高等学園 在園 

（４）高等学校卒業生５人の進路状況 

区    分 卒業生(人) 内     訳 備考 

男 １ 塗装会社 退所 

男 １ 製紙原料会社 退所 

男 １ 家電販売店 退所 
就 職 

男 １ 就労継続支援Ｂ型事業所(生活ホーム利用) 退所 

進 学 男 １ 拓殖大学 退所 

 

（５）退所児童に対するアフターフォロー事業 

   施設で対応する窓口を明確にし、退所後の児童の状況の把握、相談や課題の解決などの支援

を行った。   

   （児童養護施設）                              （回） 

アフターフォロー実施内容 

その他 相談者 
電話 来園 

勤務先 

訪 問 

家庭 

訪問 メール その他 

小計 合計 

退所児童(本人） 

（９２人） 
172 92 2 8 54 125 453 

本人

以外 

計 

保護者 42 7 0 0 0 0 49 

児相 37 3 3 0 0 0 43 

職場 9 0 0 0 0 0 9 

本人

以外 

その他 38 0 0 2 2 2 44 

145 

598 

（乳児院） 

児童数 回 数 

５人 ７回 

（６）心理療法の実施状況 

被虐待児や心的外傷を受けた児童について、精神科医受診及び臨床心理士による心理療法を

行った。 

（児童養護施設） 

区   分 実 人 数（人） 延 べ 回 数（回) 職員面接（回） 

精神・神経科 １０ ６８ １０１ 

臨床心理士等 ２６ ７６５ １９３ 



 １５ 

（乳児院） 

区   分 実 人 数（人） 延 べ 回 数（回) 職員面接（回） 

臨床心理士等 １７ ２９５ ７２ 

（７）ホームステイ事業の状況 

   家庭生活経験の少ない児童に対し施設独自のホームステイ事業を行い、家庭生活の体験をと

おして生活習慣や社会性が身につくように支援した。 

児 童  数（人） 参加延べ日数（日） 

３ ３５ 

 

（８）ふれあい里親の状況 

   児童が夏季・冬季の休みを利用して社会福祉協議会が実施する「ふれあい里親」宅に宿泊体

験し、受入れ家族の理解のもと地域との交流を図った。 

参加児童数（人） 参加延べ日数（日） 

１ ２ 

 
（９）主な行事の実施状況 

 月 実 施 事 項 等 
 ２２.４  サッカ－招待、野球招待 

   ５  鯉のぼり掲揚 、レクリェ－ション大会、サッカ－招待、野球招待 
   ７  宿泊旅行（～８月にかけて各棟で） 
 ８  球技大会 
１０  バ－ベキュ－ボランティア 
１１  七五三 
１２  ラ－メンボランティア、クリスマス会、餅つき 

２３.１  初詣 
３  ひな祭り、蕎麦ボランティア、卒園行事（文集作成、旅行、祝う会） 

  

(10) 乳児院 

ア 乳児の支援 

今年度は、家庭復帰を目指し親子訓練室を使用しながら、面会・外出・外泊それぞれのス

テップにおいてきめ細かい支援を実施した。 
イ 里親委託 

家庭引取りが難しい乳幼児については、児童相談所と連携し里親委託に向けて調整した。 
その結果、児童２人が里親委託となった。 

 

(11) 利用者支援の充実 

    利用者支援充実のため、以下の取組を行った。 

    ・ 夜間の勤務状況のチェック 

     園長、副園長などの管理職及び夜間リーダーが夜間の現場を不定期に巡回し、勤務状況の

チェック・指導を実施した。 

    ・ 問題兆候への「気づき」 

     寮会議等における情報交換を綿密に行うとともに、ニーズ調査などの機会も利用し、寮職

員全員で問題点やその兆候の把握に努めた。 

   ・ 職員への面談と教育 

     園長が契約職員を含む全職員との個別面談を実施したほか、虐待防止に関する研修を実施

した。 

 



 １６ 

５ 地域社会との共生 

（１）地域住民との交流 
  ア 地域の自治会との懇談会を通じて施設運営への理解を進め、園主催行事への協力を得た。 

イ 地域の学校と連携し、清掃作業、廃品回収及びＰＴＡ活動等にも職員が参加した。 
 
（２）ボランティアの受入れ 

受入延べ人数（人） 主 な 内 容 

児童養護施設 乳児院 
７８２  ２１８  学習、余暇、行事、理髪、環境整備 

（３）ショートステイ事業の受け入れ（さいたま市との契約） 
児童養護 

３人 １０日 
（４）実習生の受入れ 

ア 児童養護施設 

区   分 実 人 数（人） 延 べ 日 数（日) 

保育士実習 １１９ １，３３９ 

社会福祉士実習 １２ １４４ 

 計 １３１ １，４８３ 

  イ 乳児院 

区   分 実 人 数（人） 延 べ 日 数（日) 

保育士実習 １６ １７２ 

（５）見学者の受入れ（延べ人数） 

児童養護施設 乳児院 

１６５人 ３６人 

（６）相談支援事業 

   障害者相談支援事業（さいたま市事業）               (件)                  

訪 問 外 来 電 話 その他 
４９７ ２,２５０ ３,０３３ ３８３ 

   ※ 「その他」は、相談者への同行など 

 

６ 施設・設備の維持管理 

（１）生活環境の改善と児童の安全の確保を図るため、以下の工事を実施した。 

児童養護施設 空調屋外冷媒保温修繕工事、網戸・クロス等内装・木製建具の修繕 

乳児院 屋上防水改修工事、非常通報機新設 

（２）利用者の安全確保とサービスの向上及び施設環境を維持するため、計画的な施設・設備の 

保守点検等を実施し、適正な維持管理を行った。 

（３）職員による定期的な施設内点検を実施し、改善・補修の必要性が生じた時には速やかに対応

した。   

 

７ 職員研修 

（１）事例研究会や児童虐待に係る研修を実施した。 

（２）県立児童養護施設合同の研修会を開催した。 

 

 
 
 
 



 １７ 

５ 花園 

１ 概要 

（１）利用者の特性に応じた支援の実施 

利用者ニーズに基づく個別支援計画を策定し、利用者の特性に応じた支援を行った。 

（２）重度障害者の支援 

   強度行動障害など重度の利用者に対し、生活支援を実施した。 

（３）在宅障害者の支援 

   短期入所の受入れなどにより障害者の在宅生活を支援し、地域貢献を推進した。 

（４）新体系移行 

   障害者自立支援法に基づく新体系移行を進め、平成２３年４月１日から障害者支援施設に 

移行した。 

 

２ 利用者状況 

（１）入退所の状況                               （人） 

施設種別 性別 定員 前年度末 入 所 退 所 年度末 

男 ― １４ ２ ２ １４ 

女 ― １４ ３ ２ １５ 
知的障害児 

施   設 
計 ３０ ２８ ５ ４ ２９ 

男 ― ５２ １ １ ５２ 

女 ― ３９ １ ２ ３８ 
知的障害者 

更生施設 
計 ９０ ９１ ２ ３ ９０ 

男 ― ６６ ３ ３ ６６ 

女 ― ５３ ４ ４ ５３ 計 

計 １２０ １１９ ７ ７ １１９ 

（２）退所の理由                                （人） 

      区 分 

施設種別 

地域 

移行 

死亡 

（病気） 
その他 計 

知 的 障 害 児 施 設 ０ ０ 
４（家庭引取り２、成人施設利用１ 

  他施設１） 
 ４ 

知的障害者更生施設 ０ ２ １（他施設１）  ３ 

計 ０ ２  ５   ７ 

 

（３）知的障害者更生施設 障害程度区分          平成 22年 3月 31日現在 (人) 

  程度区分 男 女 計 割合 

区分Ａ ５２ ３４ ８６  ９５.６％  

区分Ｂ ０ ４ ４ ４.４％  

区分Ｃ ０    ０   ０ ０.０％  

合   計 ５２ ３８ ９０ １００.０％  

（４）知的障害者通所授産施設 障害程度区分        平成 22年 3月 31日現在 (人) 

  程度区分 男 女 計 割合 

区分Ａ ４ ３   ７ ４６.７％  

区分Ｂ ３ ３   ６ ４０.０％  

区分Ｃ １ １   ２ １３.３％  

合   計 ８ ７ １５ １００.０％  

 

 



 １８ 

（５）利用者の知能指数                   平成 22年 3月 31日現在 （人） 

 

 
性別 測定不能 

Ｉ Ｑ 

19 以下 

Ｉ Ｑ 

20～34 

Ｉ Ｑ 

35～49 

ＩＱ 

50以上 
未測定 計 

男 ０ ０ ０ ２ １ ８ １１ 

女 ０ ０ ２ ３ ２ １１ １８ 
知的障害児 

施   設 
計 ０ ０ ２ ５ ３ １９ ２９ 

男 １ ４ １２ ４ ０ ３１ ５２ 

女 ０ ４ ９ ７ ６ １２ ３８ 
知的障害者

更 生 施 設 
計 １ ８ ２１ １１ ６ ４３ ９０ 

男 ０ ０ ３ １ ０ ４ ８ 

女 ０ １ ０ ０ ０ ６ ７ 

知的障害者 

通 所 授 産 

施   設 計 ０ １ ３ １ ０ １０ １５ 

男 １ ４ １５ ７ １ ４３ ７１ 

女 ０ ５ １１ １０ ８ ２９ ６３ 計 

計 １ ９ ２６ １７ ９ ７２ １３４ 

割  合 0.8％ 6.７％ 19.4％ 12.7％ 6.7％ 53.7％ 100.0％ 

 

（６）通学状況 

 

本 庄 特 別 支 援 学 校 
 

小学部 中学部 高等部 
 

学

年 

１

年 

２

年 

３

年 

４

年 
小計 

１

年 

２

年 

３

年 
小計 

１

年 

２

年 

３

年 
小計 

合計 

男 ０ １ ２ ０ ３ ０ １ ０ １ ２ ０ ３ ５  ９ 

女 ０ １ ０ １ ２ １ ３ ２ ６ ３ ０ ０ ３ １１ 

計 ０ ２ ２ １ ５ １ ４ ２ ７ ５ ０ ３ ８ ２０ 

 

 花園小学校 花園中学校 

学

年 

３

年 

５

年 

６

年 

小

計 

１

年 

２

年 

３

年 

小

計 

合計 

在籍 

合計 

男 １ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ １０ 

女 ０ １ １ ２ ０ ０ ２ ２ ４ １５ 

計 １ 1 1 ３ ０ ０ ２ ２ ５ ２５ 

 

（５）健康管理の状況 

日ごろから利用者の健康観察を行うとともに定期的に健康診断を実施して、疾病の早期発

見・早期治療及び予防に努めた。       

    科目 
区分 精神科 内 科 外 科 眼 科 耳鼻科 婦人科 歯 科 皮膚科 健康診断 計 

 回     数 1,380 861 44 56 61 55 136 9 191 2,793 

嘱託医 1,380 839 0 50 61 50 0 0 191 2,571 内 
訳 その他 0 22 44 6 0 5 136 9 0 222 

  入院(件) １ 3 1 1 0 1 0 0 0 7 

 

 

 

 



 １９ 

３ 安心・安全の確保 

（１）利用者を災害から守るため法令に基づく建物、防災機器及び各種機器設備等の保守点検を定

期的に行い安全確保・事故防止に万全を期した。 

（２）消防署の指導のもとに７月に総合防災訓練を行うとともに利用者の障害特性を考慮の上、消

火・避難誘導訓練等を実施し、災害予防と安全の確保に努めた。 

 

４ 利用者支援 

利用者ニーズに基づく個別支援計画を策定し、利用者の特性に応じた支援を行った。 
高齢化に伴い農園芸班等の活動が困難となった利用者を機能訓練班に所属変更するなど、日中

支援内容を見直し個々の状況に対応した支援を行った。 
 
（１）日中支援の状況（入所利用者と通所利用者の合計、複数参加あり）  （人）       

 機能訓練班 軽作業１班 軽作業２班 農園芸班 リサイクル班 計 
男  ８ １８  ５   ９ １２ ５２ 

女 ２０  ５  ８   １   ４ ３８ 

計 ２８ ２３ １３ １０ １６ ９０ 

（２）主な行事の実施状況 
 年 月 実 施 事 項 等 
   ２２.５  彩の国ふれあいピック大会参加 

   ７  七夕祭り 
 ８  児童外出、園内レクリエーション、地域ゴミ拾い参加 
１０  彩の国ふれあいピック大会参加 
１１  ふれあいの集い 
１２  年末お楽しみ会 

２３.１  新年会 
３  ひな祭り 

 

(３) 利用者支援の充実 

    利用者支援充実のため、以下の取組を行った。 

    ・ 夜間の勤務状況のチェック 

     園長、副園長などの管理職及び夜間リーダーが夜間の現場を不定期に巡回し、勤務状況の

チェック・指導を実施した。 

    ・ 問題兆候への「気づき」 

     寮会議等における情報交換を綿密に行うとともに、ニーズ調査などの機会も利用し、寮職

員全員で問題点やその兆候の把握に努めた。 

   ・ 職員への面談と教育 

     園長が契約職員を含む全職員との個別面談を実施したほか、虐待防止に関する研修を実施

した。 

 

５ 地域社会との共生 

（１）短期入所 

在宅の心身障害児（者）のニーズに応えるため、短期入所を受け入れた。 

区   分 受入件数(件)   延べ人数(人) 

知 的 障 害 児 施 設 ３７ (  ７)    ３５９ 

知的障害更生施設       ７７（１５）    ８４７ 

計 １１４ (２２) １,２０６ 

                          ※（  ）内は、日中一時支援事業 
 
 



 ２０ 

（２）ケアホームの運営              平成22年3月31日現在 

ケアホーム名称 定 員（人） 利用人数(人) 

「アパートメント花園」      ７     ７ 

「グループホーム小前田」      ４     ４ 

     計 １１ １１ 

 

（３）ボランティアの受入れ     

受入延べ人数（人） 主 な 内 容 

１５８ 衣類補修、環境美化、利用者支援 

 

（４）実習生の受入れ 

区   分 実 人 数（人） 延 べ 日 数（日) 

保育士実習 ９０ １,０１４ 

社会福祉士実習 ３ ５８ 

計 ９３ １,０７２ 

 

（５）見学者の受入れ 

受入延べ人数（人） 

１４４ 

 

６ 施設・設備の維持管理 

（１）利用者の安全確保とサービスの向上及び施設環境を維持するため、計画的な施設・設備の 

保守点検等を実施し、適正な維持管理を行った。 

（２）職員による定期的な施設内点検を実施し、改善・補修の必要性が生じた時には速やかに対応

した。 

 

７ 職員研修 

（１）関係機関が開催する専門研修に参加し、支援能力の向上に努めた。 

（２）危機管理能力向上のためヒヤリハット及び事故報告を基に集団討議を開催し、日常業務での

意識付けを行った。 

 

 

 

 

 



 ２１ 

６ あげお  

１ 概要 

（１）利用者の特性に応じた支援の実施 

利用者ニーズに基づく個別支援計画を策定し、利用者の特性に応じた支援を行った。 

（２）重度障害者の支援 

   強度行動障害など重度の利用者に対し、生活支援を実施した。 

（３）在宅障害者の支援 

   短期入所の受入れなどにより障害者の在宅生活を支援し、地域貢献を推進した。 

 

２ 利用者状況 

（１）入退所の状況                               （人） 

施設種別 性別 定員 前年度末 入 所 退 所 年度末 

男 ― ４３ ０ ０  ４３  

女 ― ３９ １ １ ３９ 
入

所 
計 ８０ ８２ ０ ０ ８２ 

男 ― １１ ０ ０ １１ 

女 ― １２ ０ １ １１ 

障害者 

支援施設 
通

所 
計 ２０ ２３ ０ ０ ２２ 

男 ― ５４ ０ ０ ５４ 

女 ― ５１ ０ ０ ５０ 計 

計 １００ １０５ １ ２ １０４ 

 

（２）退所の理由                                （人） 

          区 分 

施設種別 

地域

移行 

死亡 

病気 
その他 計 

障 害 者 支 援 施 設 入所 ０ ０ １（他施設に入所） １  

障 害 者 支 援 施 設 通所 ０ ０ １（本体施設に入所） １  

計 ０ ０ ２ ２  

 

（３）障害者支援施設 障害程度区分               平成 22年 3月 31日現在 (人) 

  程度区分 男 女 計 割合 

区分６ ２８ １６ ４４ ５３.７％  

区分５ １２ １４ ２６ ３１.７％  

区分４  ３  ９ １２ １４.６％  

区分３ ０ ０ ０ ０％  

合   計 ４３    ３９ ８２  １００.０％  

 

（４）障害者支援施設（通所利用者） 障害程度区分        平成 22年 3月 31日現在 (人) 

  程度区分 男 女 計 割合 

区分６       ３ １         ４ １８.２％  

区分５ １ １ ２ ９.１％  

区分４ ５ ６   １１ ５０.０％  

区分３ ２ ３ ５ ２２.７％  

合   計 １１ １１ ２２ １００.０％  

 

 

 



 ２２ 

（５）利用者の知能指数                   平成 22年 3月 31日現在 （人） 

 

 
性別 測定不能 

Ｉ Ｑ 

19 以下 

Ｉ Ｑ 

20～34 

Ｉ Ｑ 

35～49 

ＩＱ 

50以上 
未測定 計 

男   １５   ６   １３ ６   １  ２  ４３ 

女   ９     ７   １３ ５  １  ４  ３９ 

障害者 

支援施設 

（入所） 計 ２４ １３ ２６ １１  ２  ６  ８２ 

男 ０   ０   ２  ０  １  ８  １１ 

女 ０   ０    ３   ５  １   １   １１ 

障害者 

支援施設 

（通所） 計  ０    １  ５    ５  ２   ９   ２２ 

男  １５    ６   １５    ６  ２  １０   ５４ 

女  ９   ８    １６    １０  ２  ５   ５０ 計 

計  ２４   １４   ３１    １６  ４  １５   １０４ 

割  合 23.1％ 13.5％ 29.8％ 15.4％ 3.8％ 14.4％ 100.0% 

 

（６）健康管理の状況 

日ごろから利用者の健康観察を行うとともに定期的に健康診断を実施して、疾病の早期発

見・早期治療及び予防に努めた。       

                                                         

    科目 
区分 精神科 内科 外科 眼科 耳鼻科 婦人科 歯科 皮膚科 健康診断 

泌尿器 
乳 腺 

計 

 回     数 670 277 125 54 30 0 631 38 239 9 2,073 

嘱託医 395 209 68 12  0   239  923 内 
訳 その他 275 68 57 42 30   0 631 38 0 9 1,150 

  入院(件)    7  7 3 １ 0  0 0 0 0 18   

 

 

３ 安心・安全の確保 

（１）利用者を災害から守るため法令に基づく建物、防災機器及び各種機器設備等の保守点検を定

期的に行い安全確保・事故防止に万全を期した。 

（２）消防署の指導のもとに１０月に総合防災訓練を行うとともに利用者の障害特性を考慮の上、

消火・避難誘導訓練等を実施し、災害予防と安全の確保に努めた。 

 

４ 利用者支援 

利用者ニーズに基づく個別支援計画を策定し、利用者の特性に応じた支援を行った。 
 
（１）日中支援の状況（入所利用者と通所利用者の合計、複数参加あり）       （人）       

 
生活班 軽作業班 手工芸班 農園芸班 陶芸班 受託加工班 

ドライ

パック 計 園内外実習等 

男 １８ １６ ０ ６  ７  ８  ４ ５９ 外０ 内３ 

女 １０ １５ ５ ３  ５  ９  ９ ５６ 外０ 内３ 

計 ２８ ３１ ５ ９ １２ １７ １３ １１５ 外０ 内６ 

※ 農園芸班を中心に牛乳パック再利用による押し花名刺の研究開発を行い、製品化に 

至った。 

 

 



 ２３ 

（２）主な行事の実施状況 
 年 月 実 施 事 項 等 

 ２２.５  日帰り旅行 東武動物公園（白岡町） 
   ６  日帰り旅行 ゆの郷（さいたま市） 
   ７  日帰り旅行 ゆの郷（さいたま市） 
   ８  夕涼み会 
 ９  日帰り旅行 ゆの郷（さいたま市） 

  日帰り旅行 川の博物館（寄居町） 
１０  日帰り旅行 鉄道博物館（さいたま市） 

  通所日帰り旅行 知水館（東京都） 
１１  日帰り旅行 鉄道博物館（さいたま市） 
１２  年末お楽しみ会  

２３.１  新年を祝う会 
２  日帰り旅行 いちご狩り（菖蒲町グリーンセンター） 

   日帰り旅行 いちご狩り（菖蒲町グリーンセンター） 
 

(３) 利用者支援の充実 

    利用者支援充実のため、以下の取組を行った。 

    ・ 夜間の勤務状況のチェック 

     園長、副園長などの管理職及び夜間リーダーが夜間の現場を不定期に巡回し、勤務状況の

チェック・指導を実施した。 

    ・ 問題兆候への「気づき」 

     寮会議等における情報交換を綿密に行うとともに、ニーズ調査などの機会も利用し、寮職

員全員で問題点やその兆候の把握に努めた。 

   ・ 職員への面談と教育 

     園長が契約職員を含む全職員との個別面談を実施したほか、虐待防止に関する研修を実施

した。 

 

５ 地域社会との共生 

（１）短期入所 

在宅の心身障害児（者）のニーズに応えるため、短期入所を受け入れた。 

区   分 受入件数(件)   延べ人数(人) 

障 害 者 支 援 施 設 ３５７ (２９５) １,４５７  

                          ※（  ）内は、日中一時支援事業 

（２）相談支援事業 

   障害児等療育支援事業及び障害者相談支援事業を実施し、在宅の障害児・者を支援した。    

  ア 障害児等療育支援事業（県委託事業）                    （件） 

在宅支援訪問療育等指導事業 在宅支援外来療育等指導事業 施設支援一般指導事業 

４６３  ９９ １４４ 

  イ 障害者相談支援事業（市事業）                        (件) 

訪 問 来 所 電 話 

４８２ １０２ ８８６ 

 

（３）ケアホームの運営              平成22年3月31日現在 

ケアホーム名称 定 員（人） 利用人数(人) 

「グループホームあげお」     ７     ７ 

「グループホームひらつか」     ４     ４ 

「グループホームふたつみや」     ４     ４ 

     計    １５ １５  



 ２４ 

（４）ボランティアの受入れ     

受入延べ人数（人） 主 な 内 容 

５２４ 
衣類補修、絵手紙サークル、音楽活動、

グラウンドゴルフ、農園芸、手工芸 

（５）実習生の受入れ 

区   分 実 人 数（人） 延 べ 日 数（日) 

保育士実習 ６５ ７３７ 

社会福祉士実習 １６ ３４６ 

その他の実習 ２ ３５ 

計 ８３ １,１１８  

（６）見学者の受入れ 

受入延べ人数（人） 

  １０４ 

 

６ 施設・設備の維持管理 

（１）一部の居室を畳から床に変えるなどの洋式化、照明器具の交換、必要な箇所への手摺り取付

け等により、生活環境の改善に努めた。 

（２）利用者の安全確保とサービスの向上及び施設環境を維持するため、計画的な施設・設備の 

保守点検等を実施し、適正な維持管理を行った。 

（３）職員による定期的な施設内点検を実施し、改善・補修の必要性が生じた時には速やかに対応

した。 

 

７ 職員研修 

（１）職員の資質向上を図るため、施設内研修（行動障害等利用者特性の理解、救急法・蘇生法・

感染症防止対策・虐待防止対策・倫理綱領と行動基準・コミュニケーション・接遇等）を実施

するとともに、施設内プロジェクトとして重度障害者の摂食嚥下・食事支援に関する検討を行

った。 
（２）適切な支援の提供と業務遂行能力を高めるため施設支援計画の作成時や支援場面において 

上位・経験職員による個別指導を実施するとともに、必要に応じて助言・指導が行えるよう 
  個別研修体制を整え、正規職員と契約職員相互の資質向上に努めた。 

 

 




